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 のどの症状が治らない、長引くとかありますか︖ 

 

 

 のどが詰まる感じ、引っかかる感じがあります。 

のどに違和感があります。声がかすれます。 

飲み込むと少し痛みがある感じ、しみるような感じがあります。 

つばとか痰に血が混じることがあります。 

 いずれもガンの初期症状の事があります。受診してみてもらいましょう。 

タバコは吸いますか︖タバコはガンの原因となります。 

 

 

  
 吸いません。 

 お酒は飲みますか︖毎日たくさんのアルコールを飲むとガンの原因のひとつになります。 
 

 

 毎日ビール１本かお銚子１本ぐらい飲みます。    
 

 カラオケや詩吟をほぼ毎日しますが大丈夫でしょうか。のどのガンと関係ありますか︖   

 歌手、落語家など声をよく使うとガンになりやすいとは言えません。因果関係は不明です。 

からいもの、熱いものは好きですか︖ 

 

 

 好きです。毎日食べています。 
  

 からいもの、熱いものなどの刺激物はガンの発生に影響を与えます。控えましょう。 

のどのガンの主な治療は、放射線治療、手術、抗ガン剤の点滴となります。初期であれば、小さい

手術だけで済むことが多いです。のどの症状が２～３週間以上続いたら受診しましょう。 

ガンとは限らないですが、調べてもらって何もなければ安心ですよ。 

 

 

放射線治療　　点滴治療

最近、飲み込みが悪くなった…
何か引っかかる感じがするなどの気になる
症状があれば早めに受診しましょう。
早期発見・早期治療︕︕

 それぐらいなら大丈夫です。 
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鳥取赤十字病院は、地域の皆様に信頼される病院を目指しています。
当院は急性期の医療、専門的な医療を行っておりますが、地域医療支援病院として
他の医療機関と連携を密にしておりますので、症状が安定された方はご希望に応じ
てかかりつけの医師や診療所に紹介させていただくことも可能です。
　なお、その際も定期的な検査や病状変化の際は、当院が責任を持って診療いたし
ますので、ご安心ください。
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手術支援ロボット「ダヴィンチX」　２０１９年最新機器へ更新しました。

 当院では、ダヴィンチSを最新機器「ダヴィンチX」に更新し、これまでの腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術に加え、
　　腹腔鏡下直腸切除・切断術も開始することとしました。
　　    最新機器「ダヴィンチX」では、従来アシスタントの医師が行っていた電気メスの設定変更やスコープの角度
　　切替等がメインの術者が手元で出来るようになり、手術がよりスムーズに実施されるようになりました。また、
　　電気メスが標準搭載されたことにより、組織や臓器を切開したり、切離部分からの出血を止めるような手術器具
　　も使用しやすくなりました。さらに、従来の１．５倍の可動域が確保され、使用鉗子も４㎝～５㎝長くなったこと
　　によって治療可能領域が広くなり、患者さんはもとより、執刀する医師の負担も軽減することができます。
　　　本年４月からは、胃がんでも「ダヴィンチX」を使用した手術を予定していますが、これからも出血や後遺症が
　　残りにくい低侵襲性の手術を進めていきたいと思っています。
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「ダヴィンチX」のデモ風景　2019.1.16

【臨時駐輪場のご案内】
　A館解体工事に伴い、立体駐車場１階の一部に
　臨時駐輪場を設けました。工事期間中はご迷惑を
　おかけしますが、ご理解とご協力をお願い致します。
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